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うたひ鏡

は
じ
め
に

伝
統
音
楽
・
伝
統
芸
能
の
諸
種
目
の
中
で
、
能
楽
ほ
ど
、
出
版
物
の
多
い
種
目
は
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

能
楽
が
、
歴
史
・
思
想
・
宗
教
・
地
理
な
ど
、
広
い
テ
ー
マ
を
抱
え
た
総
合
的
な
楽
劇
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
大
成
以
来
、
武
家
な

ど
の
支
配
的
な
階
層
の
人
々
の
社
交
の
材
料
と
し
て
、
ひ
ろ
く
楽
し
ま
れ
て
き
た
こ
と
、
お
お
ま
か
に
は
以
上
の
ふ
た
つ
が
考
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
娯
楽
の
中
に
、
教
養
を
深
め
、
心
身
を
鍛
錬
す
る
要
素
が
包
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
、
昭
和
に
い
た
る
ま
で
、

そ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

出
版
物
の
多
さ
は
、江
戸
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
謡
本
（
つ
ま
り
謡
を
実
践
す
る
た
め
の
楽
譜
）
が
多
数
出
版
さ

れ
つ
づ
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
謡
の
技
芸
を
深
く
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
技
術
指
南
書
も
、

数
多
く
筆
写
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
本
来
、
秘
伝
、
つ
ま
り
師
匠
か
ら
特
定
の
弟
子
へ
と
渡
さ
れ
る
、「
他
見
無
用
」
の
「
伝
書
」

で
あ
る
。
そ
れ
が
い
つ
の
ま
に
か
、「
他
見
」
さ
れ
て
、
広
ま
っ
て
ゆ
き
、
や
が
て
そ
の
内
容
が
、
出
版
に
よ
っ
て
ひ
ろ
く
公
開
さ
れ

て
い
っ
た
。
代
表
的
な
も
の
が
世
阿
弥
の
伝
書
を
そ
の
中
に
含
む
『
八
帖
花
伝
書
』
で
あ
ろ
う
。『
謡
之
秘
書
』（
慶
安
五
年
）
も
、「
秘

書
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
も
ち
つ
つ
も
（
も
つ
が
ゆ
え
に
）、
ひ
ろ
く
行
き
渡
っ
た
謡
の
技
術
指
南
書
で
あ
る
。

明
治
時
代
以
降
、
世
阿
弥
の
伝
書
を
は
じ
め
、
多
く
の
技
術
指
南
書
が
、
能
楽
雑
誌
を
つ
う
じ
て
、
一
般
的
に
公
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
部
分
は
、
国
文
学
者
ら
の
厳
格
な
校
訂
作
業
を
へ
て
、
翻
刻
・
活
字
化
さ
れ
、
学
術
雑
誌
の
記
事
や
、
あ
る

い
は
単
行
本
と
な
っ
て
、
誰
で
も
閲
覧
可
能
な
も
の
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
現
代
、
数
多
く
の
研
究
機
関
が
、
所
蔵
し
て
い
る
伝
書
類
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
多
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はじめに

く
は
カ
ラ
ー
写
真
で
、
拡
大
も
自
由
に
で
き
る
。
た
い
て
い
の
こ
と
は
書
斎
に
こ
も
っ
た
ま
ま
、
わ
か
る
時
代
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
学
術
的
な
作
業
の
多
く
は
、
翻
刻
と
写
真
公
開
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
を
解
釈
す
る
試
み
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。

本
書
で
は
、『
う
た
ひ
鏡
』
の
翻
刻
に
加
え
、
そ
の
現
代
語
訳
に
取
り
組
む
。
内
容
の
解
釈
を
、
将
来
に
ゆ
だ
ね
る
の
で
は
な
く
、
間

違
い
を
恐
れ
ず
、
現
代
の
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
、
解
釈
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
あ
つ
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
能
楽
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
伝
統
音
楽
や
芸
能
の
専
門
家
で
も
あ
る
。
そ
し
て
各
条

の
翻
刻
、
翻
訳
、
解
説
は
、
メ
ン
バ
ー
が
研
究
会
で
議
論
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
無
知
か
ら
く
る
誤
解
や

誤
読
な
ど
ま
だ
ま
だ
あ
る
は
ず
な
の
で
、
ど
う
か
、
ご
叱
正
ご
批
判
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

本
書
は
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
音
曲
技
法
書
（
伝
書
）
の
総
合
的
研
究
」

（
二
〇
一
八
―
二
〇
二
一
年
度
）「
能
の
音
曲
伝
書
の
実
践
的
解
釈
」（
二
〇
二
二
年
度
）
の
成
果
報
告
書
で
あ
る
。

本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
に
は
、『
宇
多
伊
茂
の　

全
』
の
写
真
撮
影
お
よ
び
写
真
掲
載
の
お
許
し

を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本
書
に
使
用
し
た
写
真
は
す
べ
て
『
宇
多
伊
茂
の　

全
』（
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博

物
館
所
蔵
）
に
よ
る
。
表
紙
や
扉
に
掲
載
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
紙
、
扉
・
・
・『
宇
多
伊
茂
の　

全
』
第
二

中
扉
（
裏
）・
・
・『
宇
多
伊
茂
の　

全
』
表
紙

上
巻
扉
・
・
・『
宇
多
伊
茂
の　

全
』
第
一

中
巻
扉
・
・
・『
宇
多
伊
茂
の　

全
』
第
十
一
・
第
十
二

下
巻
扉
・
・
・『
宇
多
伊
茂
の　

全
』
第
二
十
六
・
第
二
十
七

裏
表
紙
・
・
・『
宇
多
伊
茂
の　

全
』
第
二
十
七

（
藤
田 

隆
則
）


